
1．はじめに

日本体育大学保健医療学部整復医療学科では，柔道
整復師国家試験（以下，国家試験）対策の一環として
1，2年次の年度末に総合試験を実施している。この試
験は各学年で履修している国家試験関連科目の形成的
評価を目的とし，四者択一形式で 1年次 100問，2年
次は 150問の問題数からなっている。一方，4年次に
おいてはカリキュラム内の整復医療総合演習Ⅰ，Ⅱの
総括的評価として，国家試験問題と同等の形式（四者
択一または四者択二）による 230問の試験（必修問題
30問，一般問題 200問）を実施している。両試験は評
価の方法は異なるが，ともに国家試験に向けた関連科

目の習熟度の把握に役立っている（表 1）。しかし，こ
れらの試験は受験時点での定点評価であり，学生の経
時的学力変化を理解するためには両試験の成績を比較
検討する必要がある。同時に学力変化の傾向を把握す
ることは，国家試験に向けた学習指導において一つの
指標になり得る。そこで今回，1，2年次と 4年次の成
績推移を調査したので，両者の関係性について報告す
る。

2．方　　法

日本体育大学保健医療学部整復医療学科 1期生
（2014年度入学）の 1，2年次の総合試験成績（2015年
2月 9日，2016年 2月 9日実施）と，4年次の整復医
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Abstract: This study was conducted to compare the test score of students in the Department of Judo 
Therapy and Medical Science.
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要旨： 日本体育大学保健医療学部整復医療学科では，柔道整復師国家試験（以下，国家試験）対策の
一環として 1，2年次に総合試験を実施している。また 4年次には整復医療総合演習Ⅰ，Ⅱの評価とし
て国家試験問題と同形式の試験を実施している。両試験は国家試験に向けた関連科目の習熟度の把握に
役立っているが，学生への学習指導においては，成績の経時的変化を理解することが重要と考えられる。
そこで本研究では，国家試験に向けた学習指導の一環となることを目的とし，両試験における成績推移
を調査した。調査の結果，1，2年次の成績と 4年次の成績には強い相関がみられ，低学年における知識
の習得が国家試験に向けた学習に直結することが示唆された。

(Received: April 2, 2018 Accepted: July 18, 2018)

Key words: national examination for Judo-Therapist, test score, Department of Judo Therapy and 
Medical Science

キーワード： 柔道整復師国家試験，試験成績，整復医療学科



62

1年および 2年次の成績と 4年次成績との関係性について

によって受験回数に相違が生じるため，平均点を調査
の対象とした。また対象者は，1，2年次総合試験の受
験が任意であるため，実受験者である 60名（1年次）
および 78名（2年次）とし（3群比較においては 1年
次の各群が 20名，2年次の各群が 26名），口頭および
書面にて同意を得た上で調査を行った。
本研究は日本体育大学倫理審査委員会の承認（承認
番号 第 017-H103号）を得て実施した。

療総合演習Ⅰの試験成績（2017年 8月から 11月の期
間で計 5回実施，一般問題の 200問が成績対象）との
相関を Pearsonの積率相関係数を用いて検討した。相
関は成績全体の検討以外に，4年次の整復医療総合演
習Ⅰの試験成績を上位から順に 1/3ずつ区分し（上位
群，中位群，下位群），それぞれの成績群における 1，
2年次総合試験成績との相関係数も算出した。なお，整
復医療総合演習Ⅰの試験は，1回目の試験を本試験，2
回目以降の試験を再試験として取り扱っており，学生

図 2　2年次総合試験成績と 4年次の
整復医療総合演習Ⅰの成績との相関

図 1　1年次総合試験成績と 4年次の
整復医療総合演習Ⅰの成績との相関

表 1　総合試験と整復医療総合演習評価試験の比較
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相関係数は上位群が 0.662，中位群が –0.282，下位群が
0.341であり，成績上位群においては両者の相関は強い
傾向がみられたが，中位，下位群では弱い相関あるい
は無相関であった。

4．考　　察

医学教育分野における学生の成績に関しては，入学
試験成績と在学中の成績あるいは在学中の成績と各分
野の国家試験成績を分析した報告が散見される 1–7)。こ

3．結　　果（図 1～ 3）

1年次の総合試験成績と 4年次の整復医療総合演習
Ⅰの試験成績は相関係数が 0.734，2年次の総合試験成
績と 4年次の整復医療総合演習Ⅰの試験成績は相関係
数が 0.768であり，ともに強い相関を示した。1年次総
合試験成績と整復医療総合演習Ⅰの試験成績の各群と
の相関係数は，上位群が 0.736，中位群が –0.039，下位
群が 0.403であった。同様に 2年次総合試験成績との

図 3　1，2年次総合試験成績と 4年次の整復医療総合演習Ⅰの成績区分における相関
a：1年次総合試験成績と 4年次の整復医療総合演習Ⅰ（上位群）．b：1年次総合試験成績と 4年次の整復医療総合演習Ⅰ（中位
群）．c：1年次総合試験成績と 4年次の整復医療総合演習Ⅰ（下位群）．d：2年次総合試験成績と 4年次の整復医療総合演習Ⅰ
（上位群）．e：2年次総合試験成績と 4年次の整復医療総合演習Ⅰ（中位群）．f：2年次総合試験成績と 4年次の整復医療総合演
習Ⅰ（下位群）．
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れらの報告では，入学試験成績と在学中の成績には相
関を認めないが，在学中の成績と各分野の国家試験成
績との間には相関を認めるとしたものが多く，入学後
の学習の重要性を述べている。一方，在学中の成績推
移の分析では，赤木ら 8)が大学の理学療法専攻に所属
する学生の Grade Point Average（以下，GPA）を用
いた成績調査において，1年次の GPAと 2年，3年次
のGPAには強い相関があると報告した。坪田ら 9)は 1
年次の生理学の成績と卒業年次の理学療法士模擬試験
の成績を検討した結果，両者には相関が認められ，1
年次における主要基礎科目の学習が重要であるとして
いる。また，中島ら 10)は医学部学生を対象とした成績
の解析において 1年次成績と 2年次成績は強く相関す
ると述べている。今回の調査においても 1年次あるい
は 2年次の成績と 4年次の成績との間には強い相関が
認められており，低学年における知識の習得が国家試
験に向けた学習に直結することが示唆される。尚，医
学教育分野ではないが，2014年に東京理科大学が全 33
学科，約 4,000人の学生を対象とした成績推移に関す
る解析結果を報告している 11)。この報告では，1年次
のGPAと卒業年次のGPAとの相関係数は全学科平均
で 0.92と非常に強い正の相関を認めており，卒業年次
の成績は 1年次でほぼ決定する可能性があるとしてい
る。分野は異なるが本学においても同様の傾向が想定
され，早い段階での学習指導が国家試験へ向けた成績
の底上げにつながると考えられる。
今回の調査では，成績全体の分析の他に，4年次の

成績を 3群に分け 1，2年次の成績との相関係数を算出
した。その結果，上位群では中程度あるいは強い相関
がみられたのに対し，中位，下位群は弱い相関あるい
は無相関であった。この結果は，中位および下位群で
は群内での成績変動がみられることを示しており，低
学年次の成績が中位以下であっても一定の相対的学力
向上が期待できる。一方で，成績全体では強い相関が
みられたことから，群間を越えた成績の変動は起こり
にくいといえる。赤木ら 8)は理学療法専攻に所属する
学生を上位，中位，下位の群に分類して成績の推移を
調査した結果，下位から中位あるいは中位から上位へ
成績が変動した学生は全体の 1.3％に過ぎなかったと
報告した。すなわち，成績が中・下位の学生において，
高学年からの成績の大幅な向上には相当の努力が必要
であると考えられた。

5．ま　と　め

1） 日本体育大学保健医療学部整復医療学科 1期生の
1，2年次の総合試験成績と 4年次に実施した整復
医療総合演習Ⅰの試験成績の相関を検討した。

2） 1，2年次の成績と 4年次の成績には強い相関があ
り，低学年における知識の習得が国家試験に向け
た学習に直結することが示唆された。

3） 4年次の成績を 3群分けて調査した結果，中位お
よび下位群では群内での成績変動がみられた。た
だし，成績全体の相関から群間を越えた成績の変
動は起こりにくく，成績の大幅な向上には相当の
努力が必要であると考えられた。
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